
第２回PPE配布における配布量の基本的な考え方

接種対象者の前提

（参考）医療従事者等 令和２年住民基本台帳人口×４％ ※予防接種の手引き上の３％に予備の１％を上乗せ。

（参考）高齢者 令和２年住民基本台帳年齢階級別人口の65歳以上の者の合計

基礎疾患を有する者等
及びその他の者

令和２年住民基本台帳人口（夜間人口）と平成27年国勢調査人口（昼間人口）の多い方から、医療従事者等と
高齢者を除いた数

物資ごとの使用前提等
※医療従事者等優先接種分及び高齢者優先接種分のPPE配布量の考え方と異なる部分は赤字

サージカルマスク

接種対象者×２÷20回×７人（枚）

・会場担当者（接種チーム(予診、接種、薬液充填・接種補助)計３名、経過観察者１名、事務職員３名で１ライ
ン）の装着を想定。

・１日１ライン20回接種を前提として算出。

非滅菌手袋

接種対象者×２ ＋ 接種対象者×２÷20回 （双）

・接種者の装着（被接種者ごとの交換）、薬液充填・接種補助者の装着、予診・緊急対応の必要時の装着を想定。
・薬液充填・接種補助者装着分は、サージカルマスクの会場担当者に含まれるため、同様の考え方。
・予診・緊急対応の必要時装着分は、接種者装着分の予備で賄う。

○ 基礎疾患を有する者等及びその他の者への接種分のPPE配布においては、各市町村ごとに以下

の考え方で算出した配布量の目安を基に、配送ロットや予備等を踏まえて最終的な配布量を決定し
ている。

○ 住所地外接種の増加に備える観点から、各市町村の夜間人口と昼間人口の多い方を基に配布
数を決定している。
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